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湖
畔
経
捕
の
近
代
化
に
就
て

言兄

多記

朝
鮮
経
済
の
近
代
化
に
就
で

車品

減

江

保

は

が

き

去
る
一
一
一
目
、
命
ぜ
ら
恥
て
朝
鮮
及
び
満
洲
岡
へ
出
直
し
、
そ
の
組
済

事
情
を
見
聞
す
る
の
機
舎
を
得
た
。
出
張
白
目
的
は
、
岡
有
田
朝
鮮
及

び
満
洲
白
紐
梼
と
、
主
と
し
て
我
闘
の
手
に
よ
ヨ
て
近
代
化
せ
ら
れ
た

新
し
い
総
持
と
町
議
ぎ
目
は
"
と
白
中
う
に
な
っ
て
ゐ
た
晶
、
提
言
す
れ

ば
制
隣
近
代
化
り
た
め
申
請
時
件
が
E
ζ
生

E
整
ワ
て
ゐ
た
か
を
調
査

す
る
に
あ
っ
た
。
朝
鮮
民
於
で
も
満
洲
に
於
て
も
、
ま
た
我
問
自
身
に

品
川
て
も
、
純
情
の
近
代
化
が
所
謂
育
成
政
策
に
偉
っ
と
ζ

ろ
が
大
で
あ

っ
た
貼
E
は
同
一
で
あ
る
が
、
そ
の
近
代
化
自
陣
は
、
固
有
の
紐
憐
が

そ
れ
宮
で
に
到
達
せ
る
設
展
段
階
的
相
遣
に
臆
己
、
ま
た
近
代
化
を
要

請
せ
ら
れ
た
時
代
。
相
惑
に
躍
ピ
て
.
夫
々
特
陣
性
を
具
へ
℃
b
る
や

う
に
思
は
れ
る
。
か
〈
て
右
目
接
ぎ
目
を
国
間
史
的
に
研
究
す
る
こ
と

は
、
夫
々
の
近
代
制
作
済
の
特
質
を
理
解
す
る
に
役
立
宮
町
み
な
ら
子
、

政
策
を
樹
立
す
る
上
に
も
費
す
る
と
こ
ろ
が
ゆ
ノ
〈
な
い
で
あ
ら
う
。

か
L

る
軒
究
崎
、
一
旗
行
者
の
到
底
な
し
得
る
'
と
こ
ろ
で
な
い
白
は

L 

第
五
「
六
巻

組
叩
五
鵠

ヨ玉
五

ゴL
O 

勿
論
、
既
に
先
畑
中
の
貴
重
な
る
肝
究
も
幾
多
荘
す
る
。
然
る
に
も
拘
ら

ず
と
白
捌
丈
を
草
す
る
所
以
は
、
現
地
に
於
げ
る
見
聞
が
、
私
を
L
て

党
畢
の
請
認
に
封
ナ
る
一
定
の
理
牌
に
到
達
せ
し
め
た
か
ら
に
持
な
、
り

由
。
元
々
見
聞
の
室
込
を
記
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
主
主
記
し
得
ぎ

る
と
こ
ろ
少
な
か
ら
ず
、
試
み
に
柑
々
世
裁
を
惑
へ
て
琵
表
す
る
こ
在

、
し
た
。
私
の
課
聞
に
基
(
立
論
あ
る
を
恐
る
。
切
に
先
巴
下
回
叱
豆
圭

乞
ム
e

伶
ほ
満
洲
粗
情
に
関
し
て
は
、
哉
の
槽
骨
を
待
づ
て
一
言

L
売
い
ξ

恩
ふ
。

封

建

制

度

の

存

否

朝
鮮
経
済
の
近
代
化
の
端
絡
が
、
明
治
九
年
目
江
華
僚
約
に

基
く
開
闘
に
あ
る
と
と
は
、
異
論
が
註
い
と
己
る
で
あ
る
や
う

に
見
え
る
。
そ
し
て
近
代
的
生
産
業
が
朝
鮮
民
根
を
下
ろ
す
ま

で
に
は
、
共
後
更
に
二
十
徐
年
。
歳
月
を
侠
た
ね
ば
な
ら
泣
か

っ
た
。
然
ら
ば
そ

D
頃
の
、
李
朝
末
期
乃
至
は
韓
園
時
代
の
朝

鮮
同
有
の
経
済
組
織
は
如
何
た
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。

岐
に
明
治
三
十
七
年
、
幅
田
博
士
は
朝
鮮
に
於
け
る
封
建
制

度
の
快
如
を
指
摘
し
、
そ
の
護
展
段
階
を
我
国
一
の
そ
れ
に
擬
し

て
、
鎌
倉
幕
府
登
生
以
前
・
殊
に
藤
原
氏
時
代

ι比
す
べ
き
か



と
せ
ら
れ
、
黒
正
博
士
は
、
奮
来
の
朝
鮮
経
済
が
長
期
に
瓦
つ

て
幼
稚
な
る
且
つ
礎
態
的
在
都
市
経
済
時
代
の
ま
L
停
滞
を
績

け
た
最
大
白
原
凶
と
じ
て
、
吋
建
制
度
の
昧
如
を
皐
げ
て
居
ら

れ

A
r
設
展
段
階
の
規
定
に
相
違
は
あ
る
も
ブ
封
建
制
度
の
快

如
を
指
摘
す
る
黙
に
於

τは
、
桐
博
士
の
見
解
は
ま
さ
に
一
致

し
て
ゐ
る
。

己
れ
に
針
し
、
近
時
域
六
の
鈴
木
教
授
は
、
ム
朝
鮮
枇
合
が
、

牧
租
権
者
と
し
て
の
非
近
代
的
土
地
所
有
者
階
級
、
こ
れ
に
隷

属
す
る
農
奴
的
危
多
数
の
耕
作
農
民
、
及
び
園
主
に
隷
属
す
る

草
た
る
耕
作
権
者
に
温
ぎ
ぬ
と
こ
ろ
の
所
謂
自
作
農
民
か
ら
形

成
さ
れ
て
ゐ
た
と
と
を
事
げ
て
、
封
建
的
構
造
Er
呼
ぷ
と
と
は

決
し
て
突
飛
で
は
た
い
で
あ
ら
う
と
し
、
伺
し
、
問
欧
や
目
本

に
食
達
し
た
封
建
制
度
と
匝
別
す
る
た
め
に
、
特
に
『
ア
3

7

的
封
建
制
』
と
呼
ん
で
も
よ
い
、
と
遁
ペ
て
居
ら
れ
句
向
。
共
他

朝
鮮
問
有
の
経
消
陀
封
し
て
『
封
建
的
」
な
る
形
容
詞
を
附
し
て

ゐ
鈴る
木製
教者
授は
の少
JiJiく
謂な
牧い
草E
t甚
者
は

二ド
と
L 
て
雨r
JllF.~ 
K 

属
す
る

貴
族
階
級
を
指
す
の
で
あ
ち
ろ
。
己
れ
と
そ
の
隷
属
農
民
、
及

明
昨
縄
問
円
近
代
化
に
就
て

び
土
地
の
民
高
の
所
有
権
者
た
る
園
王
と
モ
の
耕
作
農
民
、
此

等
が
枇
舎
を
構
成
し
て
ゐ
た
己
し
し
を
以
て
封
建
枇
舎
と
い
ふ
在

ば
ば
、
同
様
の
組
織
を
持
。
我
が
王
朝
時
代
も
封
建
制
度
の
時

代
と
呼
ば
h
H
ぽ
た
ら
ね
で
あ
ら
う
。
私
は
踊
田
・
黒
正
雨
博
士

忙
従
っ
て
、
朝
鮮
に
封
建
制
度
の
時
代
が
無
か
っ
た
己
と
を
強

調
し
た
い
。
李
朝
末
期
の
諸
々
の
経
済
現
象
に
『
封
建
的
』
在
る

巻凹

)
ミ
ー

の
藤
原
氏
時
代
に
比
す
べ
き
か
と
D
段
階
規
定
に
封
し
で
は
、

'

A

バ
刷

集
考

域
大
の
四
方
教
役
も
同
感
で
あ
っ
た
。
更
に
営
時
朝
鮮
に
は
、

44
品論

串
良

貴
族
の
許
忙
多
く
の
家
内
奴
隷
或
は
春
修
奴
隷
が
ゐ
た
の
で
る
済
情

棚
田
植

る
か
ら
、
平
安
時
代
の
段
階
に
交
ゆ
る
に
、
奈
良
時
代
の
段
階
」
」

位
度

を
以
で
し
た
も
の
と
い
ふ
方
が
‘
よ
り
正
確
で
は
な
か
ら
う
か
軍
制

i

沸
建
頁

と
さ
へ
思
っ
て
ゐ
る
。

s

捕
時
一
刀

雨
班
は
文
班
・
武
班
の
鳩
稽
で
あ
る
o

そ
の
阻
先
は
、
南
方
鵡
川

済
関
済

に
於
て
は
智
力
上
の
使
者
た
り
、
北
方
に
於
て
は
武
力
上
の
優
極
純
綿

白

目

白

者
た
り
し
も
の
が
多
か
っ
た
。
李
氏
自
身
は
、
北
方
1
l
|成
鏡
岡
鮮
鮮

韓
朝
朝

南
道

l
出
身
D
震

で

あ

る

が

、

他

民

有

す

る

車

道

「

「

「

っ
て
自
己
白
地
位
を
脅
か
さ
ん
こ
と
を
恐
れ
、
常
に
北
方
人
を

形
容
詞
を
無
批
判
に
附
す
る
と
と
を
際
開
国
し
た
い
。
岡
田
博
士

)
)
)
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朝
鮮
純
情
円
近
代
化
に
就
て

抑
膝
ず
る
の
策
を
詰
じ
、
政
治
監
行
ム
上
に
武
疏
よ
り
も
文
班

を
重
用
し
た
。
と
れ
北
方
人
が
そ
の
精
力
を
む
し
ろ
粧
怖
の
方

耐
に
仲
ば
さ
ん
と
し
た
原
肉
で
あ
り
、
開
城
・
平
壌
が
商
都
と

し
て
他
の
都
市
よ
り
も
比
較
的
K
袈
遣
し
先
原
肉
で
あ
る
が
、

普
泊
に
封
建
吐
舎
の
中
心
を
取
し
て
ゐ
る
武
賂
の
勢
力
が
薄
弱

で
あ
っ
た
こ
と
、
並
に
彼
等
が
丈
匝
の
下
位
に
廿
ん
と
て
貴
族

化
し
て
ゐ
た
と
と
、
己
れ
も
朝
鮮
に
封
建
制
度
が
鰍
如
し
て
ゐ

た
一
つ
の
諸
機
で
は
た
か
ら
ろ
か
。

更
に
隔
田
博
1
1
は
、
前
崎
害
に
於
て
『
韓
関
の
舵
合
組
織
に

於
て
車
位
た
る
の
地
位
と
資
格
と
を
有
す
る
も
の
は
雨
班
と
名

〈
る
貴
族
あ
る
の
み
』
と
し
、
隷
民
で
あ
る
中
人
並
忙
常
民
に

至
つ
て
は
「
何
等
の
結
合
、
何
等
の
闇
集
に
め
て
も
車
位
E
形

中稚集成
のたl 合す
車るし z
位意てを
に味 m上得
はに曾ざ
あ 方き Eドゴ る
らけのも
ざる意の
る小義な
1:r.車荘あり
り織る』

』のも fー
とみの
漣1<とて
ベはi同ら唱で
て是、I:f起

居註畏、土
ら百 元 そも
れ古事は若
る栂 L

C 大め 1彼
l鈴組て等

木織幼が

教
授
が
『
地
縁
的
共
同
鰐
と
し
て
白
農
村
共
同
閥
的
諮
閥
係
は

限
る
強
同
に
保
存
せ
ら
れ
、
面
・
洞
及
び
車
内
部
落
白
治
組
織

第
伝
十
六
巻

五
五
問

停
五
雄

ブL

と
し
て
殻
超
し
て
ゐ
た
』
と
い
仏
、
或
は
『
部
落
内
に
於
け
る
農

民
相
互
の
闘
係
は
対
ど
階
級
分
化
の
帯
岡
山
速
を
見
や
、
幸
れ
日
身

で
所
謂
「
小
字
山
巾
」
を
た
し
て
ゐ
た
』
ん
一
遁
ベ
て
尽
ら
れ
引
の
は
、

踊
同
博
士
と
そ
の
見
解
を
具
に
せ
ざ
る
こ
と
を
一
不
す
も
の
と
考
司

へ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
此
等
の
見
解
E
更
に
敷
街
す
れ
ば
、
農

村
部
落
は
、
よ
り
小
さ
い
単
位
か
ら
成
る
構
成
慌
で
も
一
泣
く
、

ま
た
よ
り
大
た
る
集
園
の
柿
成
要
素
で
も
な
か
う
た
と
い
ふ
己

と
に
た
る
。
尤
も
こ
の
解
剖
仲
白
前
半
は
、
或
は
観
論
に
央
ず
る

か
も
知
れ
ぬ
。

か
ゃ
う
恋
村
落
共
同
皿
闘
が
到
る
と
こ
ろ
に
存
在
し
て
ゐ
た
ば

，J 

か
り
で
友
〈
、
最
も
原
始
的
危
血
縁
共
同
鰐
的
批
舎
闘
係
も
、

宗
中
或
は
門
中
の
制
度
に
於
て
向
ほ
残
存
し
て
ぬ
た
。
こ
れ
を

表
示
す
る
も
の
が
李
と
か
金
と
か
り
、
多
く
木
火
土
金
水
の
五

行
設
に
基
い
て
名
付
け
ら
れ
た
姓
で
あ
る
。
繭
問
博
士
は
‘
姓

は
回
官
自
由
民
該
常
ず
る
も
の
た
る
べ
し
と
な
し
、
韓
関
に
は

個
人
の
存
・
在
せ
ざ
る
の
み
た
ら
宇
、
我
固
に
て
所
謂
戸
も
存
せ

宇
、
従
っ
て
家
庭
も
之
れ
た
し
と
遁
ぺ
て
居
ら
れ
る
が
、
今
次

の
旋
行
で
両
接
し
た
人
々
の
意
見
を
綜
合
す
る
と
、
今
日
で
も

e 
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筒

M
JR寄るた見てピ

註
師

脚
場

M

可
市

f
「

S
授

A
H

敬
h
方

向
凹

柄
」

村
手
工
業
製
品
に
し
て
、
低
度
の
生
前
必
需
品
で
あ
っ
た
o

従

h
明
照

っ
て
市
に
出
る
者
は
長
民
自
身
で
あ
っ
て
、
貨
幣
に
よ
る
交
換
日
脚
珍

一

j

町
市
場

も
行
は
れ
た
が
、
物
々
交
換
も
盛
ん
で
あ
っ
九
r

と
の
市
取
引

d

m
市

同
市
騨
加

の
盛
ん
な
欣
態
に
着
目
し
で
、
黒
匹
博
士
は
期
鮮
経
済
の
謹
一
炉
向
調

段
階
を
低
度
の
都
市
師
任
問
時
代
ム
」
規
定
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
山
制
中
山

(
一
永

J

日正

市
場
を
訪
れ
る
も
の
に
は
市
揚
商
人
も
あ
っ
た
o

市
で
は
品
目
拍
封

ず
る
戸
」
己
ろ
の
ポ
ギ
オ
著
「
朝
鮮
」
(
一
八
・
九
五
年
版
)
に
も
『
朝
鮮
「
物
の
交
換
・
寅
買
の
み
友
ら
宇
、
貨
幣
の
、
貸
借
も
行
は
れ
た
。
札
山
は
』

一

J

て
済

一

四

就

純

一

制

限

油

、

B
甘

E

日
木
流
の
家
庭
な
る
も
の
は
、
未
だ
立
派
に
出
来
上
つ

τは
ゐ

た
い
ゃ
う
で
あ
る
。

N
M

上
の
や
う
に
部
落
集
固
や
血
縁
集
閣
の
こ
と
を
あ
れ
と
れ

考
へ
る
と
、
我
が
封
建
時
代
に
家
が
蹴
る
重
ん
ぜ
ら
れ
た
こ
と

を
凪
合
せ
て
、
感
慨
に
犠
へ
ざ
る
も
の
が
あ
る
。

個
人
も
存
を
や
戸
も
存
せ
や
と
い
っ
て
も
、

民
が
、
或
は
同
一
血
縁
に
属
す
る
も
の
全
部
が
、

一
部
落
の
金
任

一
つ
所
に

つ
家
に
住
っ
て
共
産
的
友
生
活
を
し
て
ぬ
た
と
い
ふ
の
で
は
な

い
。
個
人
又
は
戸
が
法
制
上
・
枇
曾
組
織
上
縄
立
の
人
格
を
確

然
と
は
持
っ
て
ゐ
な
か
っ
た
と
い
ふ
だ
け
で
あ
っ
て
、
父
母
・

夫
婦
・
下
弟
た

E
近
鴻
闘
係
正
あ

J

る
も
の
が
、
い
は
む
所
棋
を

な
し
て
生
活
を
替
ん
で
ゐ
た
己
と
は
勿
論
で
あ
る
。
そ
し
て
己

の
世
帯
の
生
活
は
大
慢

ι於
て
自
給
自
足
的
で
あ
っ
た
。
こ
の

事
は
多
く
の
文
献
に
見
え
て
ゐ
る
が
、
ピ
ユ
ヴ
ヒ
ャ
ー
が
引
用

人
は
生
活
に
快
ぐ
・
へ
か
ら
ざ
る
品
物
を
得
る
た
め
に
の
み
持
働

す
る
高
能
手
工
業
者
で
あ
る
』
と
普
か
れ
て
ゐ
る
。

然
り
、
生
活
必
需
品
を
得
る
た
め
に
の
み
第
働
す
む
の
で
あ

朝
鮮
料
憐
申
近
代
化
に
就
て

っ
て
、
原
則
と
し
て
販
寅
の
目
的
を
以
に
畏
業
忙
従
事
し
或
は

手
工
業
品
を
生
産
す
る
の
で
は
左
い
。
併
し
乍
ら
自
ら
生
や
る

徐
刺
産
物
と
、
必
や
し
も
向
給
問
泣
い
生
前
用
品
と
白
交
換
が

行
は
れ
ね
ば
た
ら
ぬ
。
そ
の
機
闘
は
あ
ら
ゆ
る
都
巴
に

H

E
定

め
て
開
催
さ
れ
る
市
で
あ
る
。
外
岡
貿
易
が
務
濯
す
る
ま
で
、

市
に
持
出
さ
れ
た
品
物
は
穀
物
・
禽
高
・
白
川
熱
・
銅
銭
民
餓
器
・

陶
磁
器
・
各
種
の
農
具
・
筆
墨
紙
・
笠
子
桂
履
・
冠
・
畑
管
・

薪
炭
・
布
・
木
綿
・
綿
締
・
綿
・
皮
革
左

E
の
農
産
物
又
は
農

市
民
陀
京
域
・
悶
域
・
平
壌
の
如
き
大
き
た
都
舎
に
は
届
舗
を
設

〈
葛
生
商
も
あ
っ
た
。
ま
た
『
客
主
』
・
『
肱
閤
』
と
稀
す
る
問
屋

的
機
能
を
果
せ
る
商
λ
十
、
『
居
間
』
と
呼
ぶ
仲
立
人
も
あ
り
、

¥) 
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耕
酔
極
構
の
近
代
化
に
就
て

( 

商
都
開
城
で
は
『
契
」
と
稀
し
て
卸
賀
商
人
の
ギ
ル
ド
が
結
ば

れ
、
自
己
防
衛
手
段
に
供
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
而
し
て
と
の
商
人

に
よ
る
商
業
白
組
織
は
極
め
て
複
雑
で
あ
っ
た
。

上
遁
の
市
場
取
引
が
頗
る
肱
捷
で
あ
り
、
而
も
そ
れ
が
農
家

の
徐
剰
生
産
物
の
交
換
と
い
ム
範
闘
を
遠
〈
問
づ
る
も
の
で
泣

か
っ
た
こ
と
は
、
生
産
・
分
業
の
未
設
建
を
物
語
る
も
の
で
あ

ら
う
。
更
に
商
よ
商
業
が
活
滋
且
つ
複
雑
で
あ
っ
た
己
と
も
、

握
虎
鑓
氏
の
遁
べ
る
が
如
〈
、
枇
曾
白
一
般
的
友
経
済
の
設
建

と
逆
比
例
を
な
す
も
の
と
見
て
上
い
で
あ
ら
う
c

Z
の
市
や
商
業
の
褒
建
に
着
目
す
れ
ば
、
李
朝
末
期
乃
至
韓

園
時
代
の
経
済
を
我
が
平
安
時
代
に
友
ぞ
ら
へ
る
乙
と
は
無
理

か
も
知
れ
泣
い
が
、
少
〈
と
も
封
建
制
度
の
時
代
と
規
定
し
、
乙

れ
を
前
資
本
主
義
の
段
階
止
す
る
己
と
は
無
川
崎
た
や
ろ
に
忠
は

れ
る
。
騒
い
て
名
づ
〈
れ
ば
朝
鮮
的
経
桝
を
裕
す
べ
く
、
朝
鮮

の
経
済
は
E
白
歌
態
に
於
て
停
滞
在
鶴
町
て
ぬ
た
の
で
あ
る
。

経
済
の
近
代
化

京
仁
工
揚
地
帯
十
平
壌
附
近
の
工
揚
を
見
、
清
津
や
興
南
の

第
五
十
六
巻

五
瓦
ム
ハ

骨
J
Z
腕

ブL
E且

近
代
工
揚
を
見
皐
し
、
或
は
赴
戦
江
・
長
津
江
・
鴨
緑
江
白
大

費
電
所
を
見
聞
す
る
と
、
朝
鮮
経
済
の
近
代
化
乃
至
は
朝
鮮
民

於
け
る
近
代
産
業
の
驚
異
的
褒
展
に
先
づ
驚
嘆
す
る
。
鴨
紘
江

北
電
の
ダ
ム
建
設
工
事
の
寅
況
を
映
聾
で
見
て
さ
へ
、
工
事
モ

の
も
の
t
A

規
様
の
大
き
い
と
と
よ
り
も
、
寧
ろ
撃
面
白
背
後
に

師
陣
動
ず
る
近
代
企
業
家
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
打
た
れ
る
。

締
都
府
溌
表
の
数
字
を
見
る
と
、
始
政
の
キ
帥
ち
明
治
阿
芯

四
年
の
総
生
産
額
参
億
八
千
高
園
の
う
ち
、
農
産
額
が
参
倍
国

以
上
即
ち
八

0
.山
1
セ
Y

ト
徐
を
占
め
、
ェ
涼
額
は
千
五
百
寓

闘
印
ち
四
パ

1
セ
V

ト
強
に
過
M
E
左
か
っ
た
も
の
弘
、
湖
洲
事

同
世
の
昭
和
六
年
に
は
線
生
産
額
拾
賢
億
或
千
寓
園
の
う
ち
、
農

産
額
六
億
七
千
寓
幽
帥
ち
六

O
パ
ー
セ
ン
ト
に
針
し
、
工
産
相
刷

は
或
億
五
千
寓
岡
町
ち
二
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
上
っ
た

G

繭
後
更

h
L

工
銭
業
の
進
歩
に
は
顕
著
友
る
も
の
あ
り
、
邸
ち
昭
和
十
五

年
に
は
線
生
産
額
四
拾
八
億
闘
の
う
ぺ
、
畏
・
林
・
水
産
物
の

偵
額
が
或
拾
六
億
闘
即
ち
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
よ
円
む
る
の
に
封

し
、
ヱ
鍛
産
額
は
貨
に
武
松
或
億
周
邸
ち
四
五
バ

1
セ
ン

t
を

占
め
る
E
と
に
た
っ
た
。
農
産
物
の
増
加
漣
度
に
も
鯨
著
た
る

「近代朝鮮融持史昆則自7) 



も
白
が
あ
る
が
、
工
産
物
の
そ
れ
は
誠
に
驚
異
的
で
あ
る
と
い

は
血
ぽ
た
ら
ね
。

朝
鮮
経
済
の
近
代
化
は
、
明
治
九
年
の
江
華
僚
約
に
墓
〈
外

闘
貿
易
、
特
に
我
固
と
の
貿
易
の
開
始
に
始
ま
る
。
営
一
初
我
固

か
ら
の
輸
入
品
は
欧
米
製
品
が
大
部
分
配
占
め
て
ゐ
た
が
、
兎

-
品
角
も
貿
易
の
開
始
、
そ
の
累
年
増
加
に
嬉
じ
て
、
朝
鮮
D
封

鎖
的
自
然
経
摘
は
吠
第
に
閤
際
経
済
の
中
に
織
込
ま
れ
、
農
村

の
家
内
仕
事
的
左
手
工
業
は
、
漸
次
解
醐
帽
を
徐
儀
た
〈
せ
ら
れ

た
。
と
れ
を
促
進
し
た
も
白
は
、
明
治
九
年
に
始
ま
る
三
菱
舎

祉
・
目
本
郵
柏
・
大
阪
商
般
等
の
針
朝
鮮
航
路
の
開
設
、
二
十

七
年
白
日
韓
攻
守
同
担
保
約
に
よ
っ
て
我
闘
が
獲
得
せ
る
鍛
道

敷
設
棋
に
基
く
と
と
ち
の
、
一
二
十
二
年
以
後
白
京
仁
・
京
条
・

京
義
等
白
諸
俄
道
白
問
題
、
並
に
金
融
制
度
の
改
善
、
貨
幣
制

度
白
整
備
訟
と
で
あ
ら
う
。

右
の
一
一
十
七
年
は
朝
鮮
に
於
て
「
甲
午
の
革
新
」
が
行
は
れ
た

年
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
女
官
武
官
等
の
寧
卑
の
別
を
駿

し
、
雨
班
と
平
民
と
の
法
律
上
の
差
別
を
麿
し
、
公
私
奴
叫
の

室

長

し

て

入

量

民

主

禁

じ

、

租

税

の

物

納

基

納

に

下

朝
鮮
経
悼
の
近
代
化
に
就
て

め
る
た

E
、
古
い
姿
の
朝
鮮
枇
舎
を
一
患
に
近
代
化
せ
ん
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
更
に
明
治
三
十
一
年
に
着
手
せ
ら
れ
た
土

地
改
草
は
、
日
韓
併
合
後
に
至
つ
で
賓
現
在
見
、
大
正
七
年
比

完
了
し
た
が
、
己
れ
比
よ
っ
て
近
代
的
土
地
所
有
制
度
が
確
立

し
、
現
耕
作
者
は
多
く
土
地
所
有
か
ら
離
間
ぜ
し
め
ら
れ
た
と

は
い
へ
、
兎
も
角
も
私
有
財
産
制
度

P
確
立
を
見
た
。

右
の
貿
易
及
び
交
通
の
古
川
田
山
道
並
に
金
融
機
関
の
整
備
、
そ
れ

か
ら
古
昔
諸
制
度
の
改
革
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
経
椅
近
代
化
の
多

ぐ
の
係
件
が
興
へ
ら
れ
た
。
か
t
A

る
僚
件
の
下
に
そ
の
近
代
化

は
、
如
何
た
る
形
で
、
ま
た
何
人
に
よ
っ
て
行
は
れ
た
か

d

先
づ
第
一
は
貿
易
港
に
於
け
る
外
岡
商
館
の
設
立
で
あ
る
。

て
れ
に
関
聯
し
て
例
へ
ぽ
大
倉
組
の
条
山
築
港
事
業
の
如
き
も

D
が
あ
る
。
山
麓
の
大
倉
町
か
ら
埠
頭
に
至
る
ま
で
白
土
地
は

綿
て
却
…
立
て
に
よ
っ
て
出
来
た
も
の
だ
と
い
ふ
が
、
こ
れ
は
常

時
と
し
て
は
頗
る
大
事
業
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
第
二
は
土

地
投
資
で
あ
っ
て
、
既
に
明
治
三
十
年
頃
か
ら
日
本
人
に
し
て

農
業
経
替
に
従
事
す
る
も
の
多
く
、
そ
の
や
b

り
占
に
多
く
の
非

掛
照
を
蒙
Z
べ
き
斡
が
あ
っ
た
と
は
い
へ
、
農
事
白
改
良
に
資
本

第
五
十
六
経
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朝
鮮
総
怖
の
近
代
化
に
就
で

を
投
や
る
と
い
ム
よ
と
が
始
っ
た
乙
と
は
見
逃
せ
た
い
と
己
ろ

℃
あ
る
。
第
三
は
近
代
工
業
の
開
始
で
あ
っ
て
、
図
内
需
要
に

充
て
若
〈
は
怖
向
ず
る
目
的
を
以
て
、
明
治
二
令
十
年
頃
か
ら
小

規
模
工
場
が
ポ
ツ
/
¥
現
は
れ
始
め
た
。

而
し
℃
此
等
の
事
業
は
い
ふ
迄
も
な
く
大
部
分
円
本
人
白
子

に
よ
る
も
の
で
あ
、
っ
た
。
欧
米
人
は
鉱
山
の
利
植
を
た
ピ
獲
得

f
z
と
か
、
体
遺
事
業
に
資
金
を
投
十
る
と
か
に
過
ぎ
た
か
っ

た
J

右
も
と
白
得
道
事
業
が
或
る
穫
の
偉
大
佐
力
主
持
っ
た
己

と
は
後
に
大
雪
左
問
題

E
提
供
し
た
が
、
己
L
に
は
遁
ペ
ぬ
。

J

右
白
日
本
人
の
事
変
更
日
輔
併
合
に
苔
志
士
で
は
、
個
別
的

に
見
れ
ば
頗
る
小
さ
い
も
の
で
あ
っ
た
。
蓋
し
そ
の
頃
ま
で
我

図
白
醐
闘
が
資
本
の
蓄
積
過
程
に
あ
り
、

mAs
ろ
欧
米
諸
国
か
ら
資

本
主
輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
時
代
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
朝
鮮

投
資
と
い
っ
て
も
、
過
剰
資
本
の
進
出
と
い
ふ
形
で
行
は
れ
た

b
け
で
は
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
併

L
同
時
に
、
か
h
る
時

代
に
朝
鮮
に
乗
出
し
て
行
っ
た
中
小
資
本
家
の
朝
鮮
開
拓
の
功

績
ー
ー
そ
の
字
国
に
色
々
の
意
味
で
非
難
さ
る
べ
き
騎
も
あ
っ

た
が

l
fは
こ
れ
を
淡
す
る
を
得
注
い
で
あ
ら
%
。

策
班
十
六
巻

五
h
八

備
五
挽

九
六

か
く
し
て
関
岡
以
後
徐
々
に
近
代
化
の
方
向
を
辿
っ
た
朝
鮮

鰹
械
は
、
日
韓
併
合
以
後
念
漣
に
そ
の
建
皮
を
早
め
た
。
鈴
木

教
授
は
そ
の
護
建
を
、
併
合
後
大
正
九
年
比
至
る
第
一
段
階
、

制
後
昭
和
』
ハ
年
満
洲
事
竣
勃
護
前
後
に
至
る
第
二
段
階
、
雨
後

開
和
十
二
年
の
支
那
事
鑓
勃
獲
に
至
る
第
=
一
段
階
、
更
に
そ
れ

以
後
最
近
忙
至
る
第
四
段
階
に
分
っ
て
、
械
め
て
要
飼
よ
〈
説

明
し
て
居
ら
れ
る
が
、
そ
し
て
モ
の
渡
建
の
跡
は
前
に
ぬ
げ
た

数
字
忙
よ
っ
て
大
健
筑
ム
己
ー
と
が
向
来
る
の
で
あ
る
が
、
教
授

が
克
に
『
半
島
長
業
統
河
今
日
の
隆
昌
は
、

一
つ
に
は
帝
闘
の

政
治
力
に
基
く
も
の
で
あ
り
、
二
つ
に
は
内
地
資
本
の
移
植
に

基
〈
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
己
と
が
出
来
る
」
と
遁
ペ
、
特
に
前

者
を
重
要
硯
し
て
『
例
へ
ば
、
内
地
資
本
の
移
椀
と
云
ふ
も
、

専
ら
資
本
白
所
謂
自
然
残
生
的
自
己
増
殖
運
動
に
基
い
た
と
云

ム
よ
り
も
、
施
政
首
局
の
積
極
的
吸
引
に
基
い
た
賄
が
頗
る
大

雪
い
」
と
論
じ
て
居
ら
れ
る
の
は
、
誠
に
肯
獲
に
あ
た
る
。

朝
鮮
経
済
近
代
化
白
紙
態
は
、
己
れ
以
上
の
説
明
を
要
し
た

い
で
あ
ら
号
。
け
れ

E
も
そ
と
に
は
倫
ほ
軍
要
た
問
題
が
残
さ

れ
て
ゐ
る
。
朝
鮮
明
世
梢
の
託
代
化
は
殆
ど
綿
て
内
地
人
の
千
に

「朝鮮制桝年報J(昭和「四勾版)31頁以下参加
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よ
っ
て
行
は
れ
た
が
、
そ
の
間
朝
鮮
人
は
如
何
な
る
役
割
を
果

じ
て
来
た
か
、
と
い
ふ
己
と
は
最
も
重
要
注
問
題
の
一
つ
で
あ

る
。
朝
鮮
同
ム
骨
の
経
済
と
近
代
朝
鮮
経
済
と
の
接
ぎ
目
ほ
ど
の

や
う
に
な
っ
て
ゐ
る
か
と
い
ふ
問
題
は
、
以
上
く
ど
〈

E
し
く

漣
べ
て
来
た
が
、
結
局
E
h
k
師
着
す
る
の
で
あ
る
。
勿
論
己

れ
忙
闘
し
で
は
未
だ
確
た
る
調
査
研
究
は
存
し
た
い
ゃ
う
で
あ

る
が
、
見
聞
に
よ
っ
て
得
た
と
E
ろ
を
一
二
記
し
て
見
ょ
う
。

先
づ
資
本
で
あ
る
が
、
李
朝
時
代
に
於
て
資
本
を
蓄
積
し
得

〈
昔
階
級
特

ι雨
班
貴
族
は
資
本
を
推
費
し
、
た
め
に
資
本
白

蓄
積
は
行
は
れ
左
か
っ
た
。
更
に
此
等
白
特
権
階
級
は
、
そ
の

特
権
擁
護
の
た
め
に
市
場
商
業
の
み
を
維
持
し
て
一
般
商
業
主

抑
感
ず
る
方
針
を
と
り
、
た
め
に
一
般
商
業
は
前
遁
の
問
屋
・

仲
立
人
に
よ
っ
て
吋
成
り
白
後
遺
を
噛
げ
た
と
は
い
て
そ
れ

は
い
は
宝
淋
行
的
護
速
で
あ
っ
て
、
十
分
た
る
商
業
資
本
の
蓄

積
は
行
は
れ
危
か
っ
た
。
か
〈
て
主
要
産
業
で
あ
る
農
業
の
改

良

ι
2
へ
資
本
は
投
下
さ
れ
歩
、
経
消
金
曜
と
し
て
停
滞
歌
態

を
練
け
た
の
で
あ
る
。

勿
論
地
代
の
蓄
積
は
若
干
存
し
た
で
あ
ら
う
。
殊
に
日
韓
併

朝
鮮
経
済
面
涯
祇
化
K
就
て

合
後
白
土
地
改
革
に
よ
り
、
従
来
白
牧
租
樺
者
世
直
ち
に
土
地

所
有
者
と
す
る
方
法
が
行
は
れ
、
匂
耕
作
農
民
は
大
部
分
小
作
入

と
せ
ら
れ
た
結
果
、
爾
後
地
主
白
許
に
蓄
積
さ
れ
た
資
本
は
相
，

営
額
巨
上
る
も
の
と
思
は
れ
る
。
け
れ
ど
も
彼
等
は
今
倫
ほ
多

〈
地
主
資
本
家
た
る
に
止
ま
り
、
若
干
の
者
が
濁
酒
醸
造
業
・

紡
織
工
業
等
の
詩
工
業
や
近
代
的
金
融
業
に
資
本
を
投
下
す
る

忙
過
ぎ
た
い
。
朝
鮮
銀
行
調
賓
郁
の
川
合
彰
武
氏
の
推
定
に
よ

れ
ば
、
現
存
朝
鮮
に
於
け
る
民
間
の
産
業
投
下
資
本
は
.
農
林
・

事
涯
を
除
け
ば
、
四
十
三
億
七
千
一
一
百
寓
闘
に
土
る
が
、
を
の

う
ち
乍
島
人
資
本
は
四
億
七
千
一
二
百
寓
闘
K
過
ぎ
守
、
而
も
モ

?
っ
ち
三
億
園
は
商
業
に
授
ぜ
ら
れ
、
爾
徐
の
産
業
投
資
は
、

紡
織
工
業
に
謝
す
る
四
千
高
闘
を
筆
頭
ー
と
す
る
欣
態
で
あ
る
。

か
く
白
如
〈
朝
鮮
人
資
本
が
兎
も
角
も
動
員
せ
ら
れ
た
の
は
、

恐
ら
く
最
近
の
事
K
麗
し
、
帥
ち
内
地
人
資
本
に
よ
る
産
業
の

開
設
が
着
々
"
'
吃
の
款
を
顕
示
す
る
に
至
っ
て
後
白

E
と
で
あ
ら

う
第
二
は
産
業
モ
白
も
り
に
就
て
で
あ
る
が
、
李
朝
時
代
托
生

活
必
需
品
は
多
川
、
家
内
的
自
給
的
に
生
産
せ
ら
れ
、
市
に
於
て

務
卓
十
六
品
世
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朝
鮮
鰻
済
申
延
品
目
化
陀
就
で

取
引
せ
ら
れ
る
も
の
L

が
主
と
し
て
そ
の
徐
剰
品
で
あ
っ
た
と
す

れ
ば
、
そ
の
生
産
が
直
ち
に
近
代
化
す
る
の
は
至
難
の
事
柄
に

属
し
た
と
い
は
か
ば
・
た
ら
ね
。
前
掲
鹿
氏
の
説
明
の
如
く
w

商

人
資
本
が
手
工
業
k
遊
離
し
瀦
立
し
て
致
達
し
ず
し
ゐ
た
朕
態
に

於
て
は
、
た
と
ひ
そ
の
蓄
積
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
商
業
資
本

の
産
業
資
本
へ
の
時
化
は
、
直
ち
に
は
行
ほ
れ
難
か
っ
た
。
か

〈
て
古
く
よ
り
有
名
た
卒
南
機
業
さ
へ
、
現
在
尚
低
農
村
忙
於

け
る
家
内
的
剛
業
の
段
階
に
止
っ
て
ゐ
る
。

平
南
機
業
は
各
種
。
絹
・
腕
及
び
綿
織
物
並
に
交
織
物
を
生

産
す
る
、
も
の
で
あ
っ
て
、
庚
〈
世
陀
院
侍
せ
ら
れ
て
居
り
、
特

に
絹
織
物
の
一
穫
で
あ
る
徳
川
冗
羅
は
、
鍛
造
敷
設
前
に
は
安

州
を
中
心
と
し
て
金
鮮
に
取
引
せ
ら
れ
、
た
め
K
安
州
充
羅
と

し
て
知
ら
れ
た
ほ

E
で
あ
る
か
ら
、
モ
の
生
産
陸
自
給
生
産
の

時
を
越
え
て
ゐ
た
と
考
へ
て
差
支
へ
泣
い
。
然
る
に
も
拘
ら
守
、

此
等
の
織
物
は
前
述
の
市
を
通
じ
表
〈
は
卸
由
民
商
人
の
手
を
粧

へて

見販
ら賓
れせ
走ら
由通 tL 
てコ 、
たそ
やと
う K
では
あ未
るm 向
。問

犀
嗣l
家
内
工
業
σョ
段
階
さ

由
来
、
北
部
朝
鮮
は
南
部
朝
鮮
に
比
し
て
土
地
が
藤
酬
で
あ

第
五
十
六
巻

五
六

O

第
五
慎

ブL
F、

り
、
南
鮮
が
背
農
業
に
依
存
す
る
の
に
封
し
て
、
北
鮮
は
多
く
、

岡
(
畑
の
と
と
)
農
業
に
依
存
し
た
。
然
る
に
も
拘
ら
宇
南
鮮
の

農
家
が
貧
窮
の
度
高
く
、
土
地
袋
併
白
弊
も
願
著
で
あ
っ
た
の

に
針
し
て
・
北
鮮
の
農
家
が
比
較
的
富
裕
で
あ
っ
た
白
は
・
桑
-

麻
・
綿
た
ど
の
特
用
農
産
物
を
多
く
産
し
、
ヰ
れ
を
原
料
と
す

る
副
業
的
手
工
業
が
相
営
盛
ん
に
行
は
れ
た
か
ら
で
は
た
か
ら

ろ
か
。

E
れ
と
、
北
部
朝
鮮
人
が
政
治
的
に
膝
泊
さ
れ
た
と
と

L

は
、
相
倹
っ
て
北
部
に
商
業
主
務
遼
せ
し
め
た
。
然
る
に
も

拘
ら
宇
手
工
業
と
商
業
と
は
遊
離
し
、
雨
者
が
相
互
援
助
の
聞

係
に
於
て
、
相
共
に
よ
り
高
度
に
殻
迭
す
る
と
い
ふ
己
と
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
。

か
〈
て
朝
鮮
経
済
近
代
化
の
過
程
に
於
て
、
朝
鮮
資
本
の
工

業
方
面
へ
の
投
下
が
行
は
れ
た
の
は
、
そ
れ
自
身
の
内
在
的
褒

展
の
結
果
で
友
〈
て
、
外
部
的
刺
般
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
と

い
ふ
己
と
が
出
来
る
。
そ
の
主
た
る
方
面
は
、
前
惑
の
如
〈
紡

織
工
業
で
あ
っ
て
、
殊
陀
目
韓
併
合
の
少
し
前
広
始
ま
り
、
現

在
全
鮮
生
産
額
四
八
割
を
占
め
て
朝
鮮
民
於
け
る
中
小
ヱ
業
界

の
大
宗
を
た
し
て
ゐ
る
平
壌
の
靴
下
工
業
の
如
曹
は
、
そ
の
典



部
一
的
た
も
の
で
あ
る
。

併
し
朝
鮮
費
本
が
最
も
多
〈
投
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
、
何
と

い
っ
て
も
商
業
で
あ
っ
て
、
前
掲
川
合
氏
の
半
島
人
投
資
推
定

額
四
億
七
千
徐
高
間
の
う
ち
、
商
業
投
資
は
=
一
億
園
を
出
め
、

商
業
投
資
総
額
の
貨
に
六
割
を
占
め
て
ゐ
る
。
己
の
事
も
貸
は
、

朝
鮮
経
済
の
近
代
化
過
程
に
於
て
、
固
有
の
朝
鮮
経
済
が
如
何

、
左

zu段
階
に
あ
っ
た
か
を
暗
示
す
る
も
白
で
あ
ち
う
。

第
三
に
市
揚
た
る
傑
件
を
見
る
に
、
朝
鮮
白
農
家
が
概
ね
自

給
自
足
の
義
喜
ん
で
ゐ
た
と
は
い
へ
、
市
に
於
け
る
交
換

が
頗
る
旺
盛
で
あ
っ
た
己
と
は
、
近
代
的
市
揚
白
形
成
に
寄
奥

す
る
と
こ
ろ
が
少
く
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
己
の
事
は
、
江
華

開
園
以
来
外
闘
貿
易
が
念
速
に
設
建
し
、
而
も
輪
出
に
比
し
て

輸
入
が
歴
倒
的
に
大
で
あ
っ
た
己
と
に
よ
っ
て
も
一
不
さ
れ
る

U

併
し
乍
ら
市
忙
於
け
る
交
換
が
現
在
尚
ほ
盛
ん
で
あ
る
と
E
ろ

か
ら
見
る
と
、
近
代
的
市
揚
は
か
a
A

る
交
換
が
成
熟
じ
て
形
成

せ
ち
れ
た
も
の
で
は
た
〈
、
寧
ろ
外
国
貿
易
や
交
通
機
闘
白
設

建
忙
よ
っ
て
開
拓
せ
ら
れ
た
も
の
と
見
友
け
れ
ば
註
ら
ね
。
要

す
る
に
、
朝
鮮
民
於
け
る
闘
布
の
交
換
経
済
は
、
近
代
的
市
揚

朝
鮮
栂
済
回
近
代
化
に
就
て

形
成
の
た
め
に
一
定
。
素
地
を
提
供
し
た
左
い
ム
に
止
ま
り
、

決
じ
て
経
済
近
代
化
の
た
め
の
一
保
件
た
る
役
割
を
果
す
ま
で

に
は
成
熟
し
て
ゐ
た
か
っ
た
り
で
あ
る
。

併
し
兎
も
角
も
、
己
の
素
地
に
基
昔
、
外
的
諸
事
情
に
よ
っ

て
近
代
的
市
場
一
が
形
成
せ
ら
れ
、
内
地
資
本
の
朝
鮮
進
出
の
霊

要
た
誘
因
と
た
っ
た
。
勿
論
電
気
事
業
・
電
気
化
事
工
業
・
重

工
業
K
は
他
に
重
要
た
誘
閃
が
あ
る
が
。

右
の
市
場
的
保
件
と
並
ん
で
、
第
四
に
事

f
Jべ
曹
は
券
働
力

で
あ
る
o

前
述
の
土
地
改
革
に
土
っ
て
、
耕
作
者
の
多
〈
は
小

作
人
と
し
て
小
耕
地
に
踊
蹄
し
、
土
地
改
革
か
ら
直
ち
に
持
働

者
が
禁
生
す
る
己
と
は
た
か
っ
た
。
け
れ
E
も
そ
の
大
抵
る
人

口
増
加
率
と
農
村
生
荊
の
貧
窮
、
殊
忙
南
鮮
の
そ
れ
は
、
多
数

の
農
民
主
駆
っ
て
、
一
方
忙
は
内
地
及
び
満
洲
へ
の
大
量
移
住

を
可
能
に

L
、
徐
儀
在
〈
せ
し
め
る
ム
」
同
時
に
、
他
方
に
は
近

代
産
業
の
郡
伊
達
に
膝
じ
て
、
と
れ
に
多
量
の
勢
働
力
を
提
供
せ

し
め
た
。
即
ち
近
代
化
過
程
白
朝
鮮
紅
摘
は
、
融
附
設
的
人
口
越

剰
由
航
態
に
あ
っ
た
白
で
あ
る
。
己
れ
を
動
員
し
た
も
白
は
勿

論
内
品
川
資
本
で
あ
っ
た
a

都
五
十
大
巻
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朝
鮮
経
済
申
近
代
化
に
就
て

以
上
諸
々
の
賄
を
綜
合
し
て
見
る
に
、
朝
鮮
経
済
の
近
代
化

は
、
内
地
資
本
と
内
地
の
産
業
形
態
と
を
以
て
、
自
ら
開
拓
せ

る
半
島
の
市
場
及
び
自
ら
動
員
せ
る
宇
島
の
曲
目
働
力
陀
依
崎
博
し

て
、
行
は
れ
た
と
い
ふ
こ
と
が
向
来
る
。
と
れ
に
刺
戟
せ
ら
れ

て
半
島
資
本
も
究
第
に
近
代
産
業
に
向
っ
て
動
員
せ
ら
れ
て
来

た
。
と
の
間
に
あ
っ
て
、
商
業
さ
へ
も
内
地
人
商
業
に
よ
っ
て

そ
の
改
連
を
促
さ
れ
た
が
、
元
々
朝
鮮
的
に
畿
建
し
て
ゐ
た
牢

島
人
商
業
は
、
内
地
人
商
業
に
封
し
寧
ろ
優
位
に
立
つ
が
如
き

結
果
と
た
っ
た
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
未
だ
封
建
制
度
の
段
階
に
ま
で
も
進
ん
で
ゐ
友

、
か
っ
た
朝
鮮
鰹
怖
が
急
逮
忙
近
代
化
し
た
の
は
、
内
地
か
ら
の

近
代
産
業
移
械
の
賜
物
で
あ
っ
た
。
そ
己

K
大
い
な
る
飛
躍
が

あ
る
学
問
に
、
向
限
時
隙
の
あ
る
の
を
免

ψ
れ
な
い
の
は
、
四

方
教
授
の
指
摘
せ
ら
れ
る
通
り
で
あ
っ
〈
、
今
H
内
地
の
経
桝

統
制
方
式
を
モ
の
ま
h

朝
鮮
民
首
絞
め
る
揚
合
に
、
諸
々
の
快

陥
を
曝
露
す
る
所
以
は
、
主
と
し
τ
E
の
黙
に
趨
凶
す
る
白
で

あ
ち
う
。
併
し
兎
も
角
も
現
在
、
朝
鮮
が
犬
陣
前
進
兵
端
基
地

と
し
て
商
〈
貨
は
れ
て
ゐ
る
所
以
は
、
近
代
産
業
の
育
成
に
相

営
の
長
年
月
が
仮
籍
せ
ら
れ
、
内
地
資
本
心
白
山
在
る
進
出
が

許
さ
れ
て
、
産
業
各
方
濁
が
比
較
的
均
衡
を
保
ち
つ
h
犬
後
戻

傍
五
十
六
巻

O 
o 

五
六

勢
五
披

を
遂
げ
て
ゐ
る
貼
に
存
ず
Z
の
で
あ
ら
う
。

三

銭

言

封
建
制
度
の
快
如
と
い
ム
己
と
に
関
聯
し
て
、
山
間
ほ
二
一
の

見
開
聖
掲
げ
た
い
。

封
建
制
度
の
桶
執
を
注
す
枇
合
的
関
係
は
、
土
地
を
媒
介
と

す
る
主
従
の
関
係
で
あ
り
、
主
人
と
従
者
と
の
聞
の
御
恩
と
奉

公
と
の
閥
係
で
あ
る
。
と
の
闘
係
は
、
一
方
に
於
て
三
原
始
的

共
同
枇
舎
か
ら
土
地
と
人
と
を
解
放
し
、
人
類
が
進
歩
せ
る
交

換
枇
舎
へ
進
む
過
程
忙
於
て
経
過
す
ペ
昔
自
然
的
・
秩
序
的
危

閥
係
で
あ
呂
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
他
方
に
於
て
、
個
人
性
白
白

血
百
厄
杢
完
成
主
促
し
、
自
己
主
主
践
す
る
と
同
時
に
、
土
り
上
位

の
も
の
・
主
り
大
た
る
も
D
L
た
め
に
自
己
を
拾
て
る
の
精
神

を
漏
養
せ
し
む
る
上
忙
血
(
っ
て
力
が
あ
る
や
う
に
思
は
れ
る
。

右
の
土
地
と
人
と
の
一
解
放
、
個
人
性
の
白
血
克
・
誌
益
、
モ
し

て
そ
の
中
心
的
た
も
白
へ
の
統
合
・
闘
っ
こ
れ
こ
そ
佐
代
的

民
族
・
近
代
的
園
民
経
済
白
ー
成
立
に
扶
く
べ
か
ら
ざ
る
事
柄
で

あ
る
。
園
民
経
済
た
る
概
念
と
同
様
民
、
民
族
な
る
概
念
は
歴

史
的
概
念
で
あ
っ
て
、
人
種
或
は
種
族
と
い
ふ
概
念
と
具
石
。

竿
島
人
の
枇
舎
道
徳
、
特
区
思
議
の
観
念
に
、
内
地
入
。
そ

四方教授、前掲害、 281頁以下口)



れ
と
い
さ
t
A

か
具
る
も
の
が
あ
口
た
の
は
、
民
族
と
し
て
の
形

成
の
段
階
に
於
て
、
内
地
人
白
そ
れ
と
の
聞
に
相
違
が
あ
っ
た

か
ら
で
は
な
か
ら
う
か
。
こ
の
相
違
を
生
ぜ
し
め
た
所
以
は
、

い
ふ
迄
も
友
〈
封
建
制
度
の
時
代
主
経
過
し
た
か
否
か
に
有
す

る
。
乙
れ
を
経
済
白
商
に
限
っ
て
い
へ
ば
、
間
有
の
朝
鮮
経
済

は
、
そ
の
ま
L
で
自
然
的
に
同
民
経
済
托
進
品
符
べ
き
最
も
軍

要
一
法
要
素
の
一
つ
を
快
い
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
て
、
モ
の
原
凶
は

い
ふ
ま
で
も
左
〈
封
建
制
度
の
快
如
に
あ
る
。
今
日
半
島
人
目

皇
民
化
政
策
乃
至
蓮
動
が
頗
る
祈
滋
に
行
は
れ
、
教
育
・
軍
事

そ
白
他
あ
ら
ゆ
る
部
面
に
於
て
、
そ
れ
は
着
々
殺
果
を
牧
め
つ

h
h

る
る
や
う
に
見
え
る
が
、
そ
白
運
動
に
際
し
て
、
右
の
腔
史

性
を
十
分
に
把
握
し
て
抽
出
〈
必
要
が
あ
る
こ
占
は
い
ム
迄
も
泣

か
ち
う
。

皇
民
化
政
策
の
一
つ
に
創
氏
の
制
が
あ
る
。
前
に
遮
ペ
た
や

ろ
に
李
と
か
金
と
か
は
血
統
を
表
示
す
る
姓
で
あ
っ
て
、
家
を

表
示
す
る
氏
で
は
た
い
。
と
白
血
統
を
統
帯
と
す
る
共
同
枇
舎

を
宗
中
或
は
門
中
の
制
度
と
い
ひ
、
半
島
に
於
て
は
、
一
人
罪

を
犯
せ
ば
一
族
こ
れ
陀
連
坐
し
、
一
入
国
相
官
記
登
れ
ば
一
族
モ

の
周
固
に
登
用
せ
ら
れ
、
一
人
寓
を
累
ぬ
れ
ば
一
族
己
れ
に
寄

食
し
て
そ
れ
を
喰
潰
す
と
い
ふ
乙
と
が
行
は
れ
た
。
今
日
に
於

朝
鮮
純
情
の
近
代
化
に
就
て

て
も
そ
の
名
建
り
友
し
と
し
た
い
。
か

4
の
如
昔
は
、
個
人
性

の
完
成
は
元
よ
り
、
稲
田
博
士
の
所
設
の
如
く
、
戸
若
く
は
家

庭
さ
へ
も
存
し
た
か
っ
た
己
ー
と
を
示
す
も
白
た
る
が
故
に
、
氏

が
そ
の
内
容
と
完
全
に
一
致
し
得

J

る
か
否
か
を
考
へ
る
と
、
創

氏
の
制
も
簡
単
に
取
扱
は
る
ベ
雪
問
題
で
は
危
〈
、
乙
L
で
も

や
は
り
歴
史
性
白
把
握
と
い
ム
と
と
が
軍
要
に
た
っ
て
来
る
o

'
以
上
の
諸
問
題
氏
関
税
し
て
見
聞
し
た
と
こ
ろ
は
少
く
友
い

が
、
民
族
問
題
に
素
人
で
あ
る
私
は
、
こ
れ
以
上
書
く
と
と
を

草
花
控
へ
た
い
。
が
要
ず
る
に
、
李
朝
末
期
忙
至
る
ま
で
朝
鮮
は

封
建
制
度
を
快
き
、
政
治
・
経
済
・
民
族
等
何
れ
の
貼
よ
り
す

も
も
、
そ
の
ま
L
で
は
直
ち
に
近
代
岡
家
に
進
み
得
ざ
る
扶
態

に
あ
っ
た
。
モ
白
近
代
化
は
最
初
か
ら
日
木
に
よ
っ
て
た
さ
る

べ
き
運
命
に
あ
り
、
目
本
岡
家
の
一
翼
と
し
て
D
み
近
代
化
し

得
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
而
し
て
そ
の
事
は
経
済
の
面
に
於
て

着
々
賞
現
し
た
己
と
は
前
越
の
如
く
で
あ
る
。
政
治
白
部
面
に

於
て
も
同
様
で
あ
ら
う
。
併
し
此
等
と
必
中
し
も
相
作
は
た
か

っ
た
も
の
t
A

存
す
る
と
と
上
越
の
如
〈
で
あ
っ
て
、
人
7

日
盛
ん

に
行
は
れ
て
ゐ
る
皇
民
化
政
策
乃
至
運
動
は
恰
も
そ
の
貯
を
高

め
ん
と
す
る
も
の
に
外
在
ら
ぬ
1

孜
々
は
を
の
著
大
な
る
放
来

が
皐
が
ら
ん
と
と
を
期
し
て
待
つ
も
の
で
あ
る
。

第
五
寸
大
巻

五
六

第
五
親

O 




